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しい消費者市民教育―ソーシャル・マーケティ
ングを活用して」が入選に輝きました。
講演は、TBS「世界ふしぎ発見」のミステリー
ハンターを務め、エシカル消費の普及に取り組
まれている末吉里花さん（エシカル協会代表理
事）より「私たちの選択が未来を変える～エシ
カル消費とSDGs」をテーマに行われました。
末吉さんがエシカル消費の活動を始めたきっ
かけは、テレビ取材でのキリマンジャロ登頂で

した。麓の人の水源
である氷河は、地球
温暖化で目に見えて
消失している中、子
どもたちは、自分た
ちのできることとし
て一本一本の木を氷
河再生の祈りを込め

て植えている
そうです。
エシカル消
費とは「エい
きょうをシっ
かりカんがえ
ルこと」、と末
吉さんは言い
ます。気候変
動は人類全体の生活が生み出していますが、一
人一人が消費生活を見つめ、より良い商品・サー
ビスを事業者と共に広げることが問題解決の力
になる。そんなエシカル消費の意義を呼びかけ
られました。
講演後は、40周年功労者表彰典もあり、専務
理事板倉忠夫氏からの閉会挨拶をもって終了し
ました。

（1）USJ のチケット利用規約のキャンセル・
転売条項の差止めを求めた第 6回裁判が行
われました。
ユニバーサル・スタジオ・ジャパンの「WEB
チケットストア利用規約」の契約条項には、消
費者契約法に反し不当と思われる点があり、当
該条項の修正・削除などを求めた差止請求訴訟
を大阪地方裁判所に提起していましたが、第6
回期日（裁判）が3月5日（金）に行われました。
次回期日は2021年6月9日（水）となりました。

詳細はQRコードをご覧ください ⇒

（2）興和㈱が販売する「カンゾコーワドリン
ク」「カンゾコーワ粒」の表示について、4
度目のお問合せを行いました。
KC'sは興和㈱に対し「カンゾコーワ」「カン

ゾコーワ粒」について、景品表示法に反し不当
と思われる点があると判断し、2020年9月3日付
けで表示差止めを求める申入書を送付しました。
これに対し、10月1日付けで回答をいただき

ましたが、ウェブサイトで表示変更が行われて
いる部分は評価しつつ、商品ラベル・包装や販
促資材等の表示変更の予定について確認するた
め、12月24日付けで4度目のお問合せを行いま
した。これに対して興和㈱から1月27日付けで
「回答」を受領しました。

詳細はQRコードを
ご覧ください 　　　

⇒

（3）LINE Pay ㈱が提供するスマートフォン
決済サービスの LINE Pay における LINE 
Money アカウント利用規約に関する問題等
の検討及び意見交換の結果の公表
KC’sは、LINEPay㈱に対し、同社が提供す
るスマートフォン決済サービスの利用規約であ
る「LINE Moneyアカウント利用規約」に関し
て、消費者契約法上問題がないか検討するため、
お問合せを行いました。同社は当団体のお問合
せに対し真 に対応され、一定の改善が図られ
ました。

詳細はQRコードをご覧ください ⇒

（4）㈱ジェイコムウエストが顧客訪問前に配
布・回収する「宅内作業希望日調査票」が
改善されたことを受け、要請活動を終了し
ました。
KC’sは、㈱ジェイコムウエストとの間で、
2008年11月から、同社の勧誘態様及び契約条
項に関する改善を求めてやり取りを続け、2010
年9月30日、同社の改善を受けて、一旦差止請
求活動を終了しました。
しかし、同社のケーブルテレビ及び光回線事
業の勧誘行為について問題があるとの相談が複
数当団体に寄せられたことから当団体は、同社
に対するお問合せ活動を再開しました。
同社は当団体のお問合せに対し真 に対応さ
れ、一定の改善が図られました。

詳細はQRコードをご覧ください ⇒

差止裁判・申入れ活動について
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毎年、KC’sは、ひょうご消費者ネット・兵
庫県生協連・コープこうべと共催で「ひょうご
消費者セミナー」を開催しています。今年度は
2021年2月23日（火）14時より、「コロナ時代
の居場所の見つけ方」をテーマに、Zoomを活用
したオンライン会議として開催され、事務局を
含め48名が参加しました。
冒頭、ひょうご消費者ネットの鈴木尉久理
事長から開会挨拶をいただき、ひょうご消費者
ネットとKC’sの活動紹介に続き、講師としてお
招きした迫裕太（さこ ゆうた）氏（株式会社
LITALICO サービス開発責任者）から、コロナ
禍のために不安やストレスを感じている若い世
代の現状を紹介して、こうした時代に居場所が大
切になっていること、これからの行動の在り方
について考え合う内容で講演をいただきました。
新型コロナウイルスの感染拡大により、若い
世代の中には自分の居場所を見失っている人が
増えています。ある調査では、高校生300人の
うち3割がストレスを抱えており、コロナ禍で
子供たちの不安・ストレスが深刻化しています。
その中でSNSを通じて犯罪に巻き込まれたり加
担してしまう事例、いわゆるJK産業など、つ
ながりを求める若い世代を取り巻く問題も増え
ています。こうした時代の中での居場所づくり
の考え方として、空・雨・傘の3方式が参考に
なります。空＝事実認識（空を見たら雲が多く
空が暗かった）、雨＝状況解釈（あと数時間後
には雨が降りそうだ）、傘＝行動・提案（傘を持っ

て出かけよう）。
という展開は、
事実はそれとして
受け止め、事実
に対してどのよ
うな環境・解釈
を当てるか次第
で、事実は「チャ
ンス・強み」にも
「ピンチ・弱み」
にも変わりうる
という認識が大
切です。
コロナ禍で変わったことは事実として受け止
め、その変化によって生まれる兆しを捉えて、
私たちの行動（提案）につなげることが大切で
す。この時代だからこそ、この時代にしかでき
ないことを取り組むことが大切であり、①時代
が変化したことで私たち自身も変化していくこ
とが求められる。②今しかできないこと、今だ
からこそ見つめられるものがあるはず。③心に
浮かんだことはやる、思い描いたことは実行す
る。④みんなで助け合って「人と繋がり続ける」
ことにチャレンジをいとわない一年にしましょ
う。と締めくくられました。
最後に、コープこうべと兵庫県在住のアコー
スティックデュオ「にこいち」が制作したミュー
ジックビデオ「さんぶんのに」を紹介して終了
しました。

特定商取引法で交付義務が定められた書面
を、電磁的方法によることを可能とする法改正
が議論されています。しかし、その改正は、消
費者の利益保護に資するものとはいえないこと
から、KC’sは拙速な法改正に反対する立場で、

1月28日付けで内閣府や消費者庁に対し「意見
書」を提出しました。

詳細はQRコードをご覧ください ⇒

2020年度ひょうご消費者セミナー
「コロナ時代の居場所の見つけ方」が開催されました。

特定商取引法の書面の電磁的方法による交付を認めるとする
法改正に対する意見書を提出しました。

㈱LITALICO サービス開発責任者
迫　裕太（さこ ゆうた）氏
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3月13日（土）に、「適格消費者団体連絡協議 
会」が、Web会議で開催されました（写真は、
東京の運営・事務局の様子）。
当日は、全国21の適格消費者団体・特定適格
消費者団体、11の適格消費者団体を目指す団体、
消費者スマイル基金、国民生活センター、消費
者庁からおよそ100名を超える参加がありまし
た。KC’sからは、藤井克裕理事長、島川勝理事・
被害回復検討委員長、五條操理事・被害回復検
討副委員長、元山鉄朗事務局長が参加しました。
全体司会は、消費者市民サポートちばの宇田
章吉さん、唯根妙子さんが務められました。

冒頭、消費者庁
の高田潔次長より
の主催者挨拶があ
り、消費者制度課
より、「消費者契
約に関する検討会
の状況について」、
「適格消費者団体連絡掲示板の改修（書類提出
の電子化について）」ほかが報告され、質疑応
答を行いました。
KC’sからは、定期購入事案の取組報告として、
㈱ファンソルへの被害回復の取組事案の経緯に
ついて、またフォーシーズ㈱大阪高裁判決につ
いて、五條操理事・被害回復検討副委員長より
報告を行いました。
終了後、自主企画として開催された「役職員・
事務局交流会」には、40名を超える参加があり、
意見交換を行いました。「収益事業を開始した
際の税務手続について」では、消費者機構日本
の実例を示しながら、顧問税理士より説明をい
ただき、また、「認定更新について」では、直
近で、認定更新を終えたひょうご消費者ネット、
消費者市民ネットとうほくの2団体より特徴点
などの報告をいただきました。

「消費者契約法の改正を実現する連絡会」で
は、この間法改正の実現に向けて「消費者契約
に関する検討会」の進捗状況の共有化や勉強会、 
国への提言などが取り組まれてきました。こ
うした取組の一環として、2月1日、連絡会と
「ストップ消費者被害！～消費者契約法改正運
動～」、全国消団連との共催で、近年増加して
いる高齢化、情報化、コロナ禍における消費者
被害事例をもとに、河上正二さん（青山学院大
学教授、前消費者委員会委員長）をお招きして
Zoomを活用したオンライン勉強会として開催
され、約180名が参加しました。
勉強会では、3名の弁護士から特徴的な消費
者被害の事例についてお話いただき、それぞれ
の事例における問題点の指摘と消費者契約法の
適用の範囲、または法改正の方向性の説明、併
せて河上さんからコメントをいただきました。
紹介された事例は「高性能なスマホの契約を
めぐるトラブル」、「占いサイトのトラブル」、

「キャンセル料をめぐるトラブル」の3本でした。
「キャンセル料」の事例はコロナ禍のためにや
むを得ず結婚式場をキャンセルした際に高額の
キャンセル料が請求されたもので、緊急事態宣
言は解除されていましたが、消費者として実施
は困難と判断してキャンセルした場合は、民法
の危険負担の規定から支払い義務はない、また
は自己都合と評価されても平均的な損害の額を
超える部分は無効などの指摘がありました。身
近な事例と丁寧な解説により、相談員をはじめ
とした参加者にとって、実践的でわかりやすい
勉強会になりました。

3月13日に、「適格消費者団体連絡協議会」が開催されました。

消費者契約法の改正を実現する連絡会 主催
「高齢化・情報化・コロナ禍（3K）の消費者被害をどう救済するか」

勉強会が開催されました。
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消費者関連専門家会議（ACAP）の40周年を
記念して式典・講演会がオンライン開催されま
した。式典は村井正素理事長の開会挨拶で始ま
り、消費者庁伊藤明子長官、大東文化大学中村
年春教授から祝辞を頂きました。

式典では消費者問題に関する「わたしの提言」
表彰式も催され、KC’sが運営する双方向コミュ
ニケーション研究会で活動する雪美保子氏（京
都府消費生活安全センター消費生活相談員）の
提言、「消費者と事業者の対話の場の共創と新

サカイ引越センターは「まごころこめて
おつきあい」をモットーに、1971年に創業
し、引越一筋50周年を迎えました。全国へ
の支社展開や車両の充実配備をはじめ各種
専門技術の開拓、人材教育や経営の合理化な
どに積極的に取り組み、独自のノウハウを開
発してまいりました。おかげさまで売上高・
取扱引越件数共に7年連続業界No.1に、また
2021年オリコン顧客満足度®調査 引越し会
社  総合第1位になることができました。

■ 安全と顧客サービスの追及で目指す「人に
感動していただける引越」
お客様に喜んでいただける、質の高いサー
ビスを提供するため力を入れているのが、技
術はもちろんのこと、マナーや知識を身に付
けるための教育と研修です。そして、経験と
実績を積み重ね、厳しい試験を合格したサー
ビススタッフを「マイスター」に任命してお
ります。
一方で、運転技術向上のため、ドライバー
の意識改革と安全運転の継続を実現するべ
く、全車両にセイフティレコーダ・ドライ
ブレコーダーやモービルアイを装備し、運行
データを事細かに記録し、評価することで安
心品質を目指しております。
毎年11月には、引越サービスコンテスト

「専務杯」を実施しており、全国の予選を勝
ち抜いたチームが、運ぶ技術・運転技術、そ

して接客サービスの質を競います。切磋琢磨
することでモチベーションが上がり、それぞ
れ他チームから学んだ事を各エリアへ持ち帰
ることで、更なる品質向上へ繋げております。

■ これからの取り組み「コロナ禍への対応と
新生活応援グループとしての発展」
サカイ引越センターは、ビデオ通話でお見
積りができる、まごころリモート見積りサー
ビス「まリモ」を2021年1月よりスタートし
ました。これまでの、24時間WEB上で契約
まで完了できる「ササッと予約」、チャット
でお見積りを行う「スマート見積り」と共に
お客様の多様なニーズに応えられるサービ
スを提供して参ります。
また、現在は引越トラックには抗菌・抗ウ
イルス加工も実施しております。
今後は「新生活応援グループ」をめざし、
新生活に必要な様々なサービスを提供して
まいります。新生活に必要なものが購入でき
るカタログショッピング「キッチリサカイの
大百貨」や通販サイト「パンダセレクション
ズ」、ハウスクリーニング、清掃用具のレン
タル、総合リサイクルショップによる買取と
販売サービス、電気工事やエアコン洗浄など
を提供しております。
最後になりましたが、今後も消費者支援機
構関西様とともに、皆様が安全で安心できる
社会の実現に取り組んでまいります。

お問い合わせ
株式会社  サカイ引越センター
〒590-0823　堺市堺区石津北町56
電話 072-241-0464
ホームページ http://www.hikkoshi-sakai.co.jp

団体賛助会員紹介 株式会社 サカイ引越センター

1月14日に、ACAP創立40周年記念式典＆新春講演会が開かれました。


